
食育・学校給食に係る

国及び県の動向

福岡県教育庁 教育振興部 体育スポーツ健康課



内容

食育推進基本計画

栄養教諭による指導の充実

安全・安心な学校給食の実施

本県の食育に関する取組



1 食育推進
基本計画について



第４次から第５次へ

第４次計画

R３年度 ～ R７年度

第５次計画（案）

R８年度 ～ R12年度



第４次食育推進基本計画の目標（抜粋）

項 目 現状値
（令和２年度）

目標
（令和７年度）

■朝食を欠食する国民を減らす

○朝食を欠食する子供の割合 4.6％ 0％

■学校給食における地場産物を活用した取組等を増やす

○栄養教諭による地場産物に係る食に関する指導の

平均取組回数
月9.1回 月12回以上

○学校給食における地場産物を使用する割合（金額

ベース）を現状値から維持・向上した都道府県の割合
ー 90％以上

○学校給食における国産食材を使用する割合（金額

ベース）を現状値から維持・向上した都道府県の割合
ー 90％以上



第５次食育推進基本計画（骨子案）の指標

項 目 現状値
（令和7年度）

目標
（令和12年度）

■朝食を欠食する国民を減らす

○朝食を欠食する子供の割合 6.4％ 5％以下

■学校給食における地場産物を活用した取組等を増やす

○栄養教諭による地場産物に係る食に関する指導の

平均取組回数
月14.1回 月15回以上

○学校給食における地場産物を使用する割合（金額

ベース）を現状値から維持・向上した都道府県の割合
ー 90％以上

○学校給食における国産食材を使用する割合（金額

ベース）を現状値から維持・向上した都道府県の割合
ー 90％以上



朝食欠食ゼロへの再挑戦

%

第５次計画 目標値

栄養教諭の働きかけが、

これまで以上に求められています。



地場産物指導の質の向上

回
月平均の指導回数

単なる回数増ではなく、

「生産者の想い」や「地域の文化」を

伝える質の高い指導を。



福岡県食育・地産地消推進計画

令和5年度 ～ 令和9年度

福岡県独自のロードマップ



推進施策の３本柱

(1)

指導の充実
(2)

給食の充実

(3)

家庭・地域連携



学校における食育推進目標

項 目 基準年度
（Ｒ3年度）

目 標
（Ｒ9年度）

朝食を食べる習慣が定着している児童の

割合（公立小学校）

93.1％
（全国94.9％）

全国平均
以上

学校給食における県産農林水産物を使

用する割合（品目ベース）
33.9％ 35％



学校における食育推進目標

項 目 基準年度
（Ｒ3年度）

目 標
（Ｒ9年度）

朝食を食べる習慣が定着している児童の

割合（公立小学校）

93.1％
（全国94.9％）

全国平均
以上

学校給食における県産農林水産物を使

用する割合（品目ベース）
33.9％ 35％



朝食摂取状況

全国学力・学習状況調査（小学６年生・中学３年生）
「毎日食べている」「どちらかといえば食べている」と回答した割合

91.6％ 90.0％

小学校 中学校



朝食摂取率は緩やかに下降

95.0

91.6

92.5

90.0
88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

H24 R7

福岡県小学生 福岡県中学生

小・中とも
長期的に下がる

課題は何かを
明確に



小学校

１～３年生
小学校

４～６年生 中学生

朝食いきいきシートの活用

小学校から中学校の９年間の継続した取組を



朝食いきいきシート活用事例集

福岡県のＨＰからダウンロード

朝食いきいきシート 福岡県 検索



朝食を食べようフェア (R7～)

企業のアイディアで摂取率の向上へ

食育クイズ大会

おすすめ朝食コーナー

企業との包括連携

令和８年度 １１月頃予定



学校における食育推進目標

項 目 基準年度
（Ｒ3年度）

目 標
（Ｒ9年度）

朝食を食べる習慣が定着している児童の

割合（公立小学校）

93.1％
（全国94.9％）

全国平均
以上

学校給食における県産農林水産物を使

用する割合（品目ベース）
33.9％ 35％



県農林水産部食の安全・地産地消課調査（全調理施設調査）

県産農林水産物の活用

％



２ 栄養教諭による
指導等の充実について



栄養教諭の標準的な職務

食に関する指導 学校給食の管理

給食の時間における指導

教科・学級活動への参画

個別的な相談・指導

栄養管理

衛生管理



学校の一員として、

学校全体のビジョンを

共有し、共に行動する。

学校の管理運営に関する事項

学級副担任等への参画

各種校内委員会の分担

学校行事のマネジメント

地域連携・PTA対応



福岡県栄養教諭育成指標

ステージに応じた

「専門性の発揮」

を求めています。



３ 安全・安心な
学校給食の実施



学校給食における危機管理

「未然防止」こそが最大の責務

食中毒 異物混入

アレルギー 窒息



食中毒発生報告状況 (R6-R7)

番号 都道府県 原因菌等 発生日 有症者数 発生原因

１ 大阪府 ヒスタミン R6.11.14 43名
11月14日の

なまりぶしのしょうが煮

２ 長野県 ヒスタミン R6.12.4 47名
12月4日の

フィッシュチリソース

番号 都道府県 原因菌等 発生日 有症者数 発生原因

１ 東京都 ノロウイルス R7.4.23 72名
4月21日から4月22日に

かけて提供した給食

２ 島根県 ヒスタミン R7.11.12 28名
11月12日の

ヒラマサの焼物

令和６年度

令和７年度



学校給食用食材の定期点検の結果（R7）

食材 国の規格基準、県･市の指導基準以上

食肉 30検体
（牛、豚、鶏）

サルモネラ陽性
大腸菌群陽性
カンピロバクター陽性

６検体
１検体
１検体

大豆製品 16検体
（豆腐、厚揚げ）

細菌数100,000以上
大腸菌群陽性

２検体
１検体

練り製品 14検体
（天ぷら、かまぼこ等）

大腸菌群陽性 ２検体



異物混入の事例 (R7)

・毛髪
・ビニール片（手袋、包装袋、ビニール紐）
・紙片（オーブンシート）
・プラスチック片（調味料の中栓）
・金属片
（ゼムクリップ、スライサーの刃、蛇口の先、ざるの一部）

・ナット
・虫



ハードウェアの点検を！

機器の老朽化・破損

ナット一つ、刃の欠け一つが

取り返しのつかない

事態を招きます。



異物混入時の報告基準

(1) 健康被害がある場合

(2) 健康被害が発生する可能性があるもの

※金属片、ガラス片、樹脂片、衛生害虫など。

報道発表時は、事前に報告すること。



食物アレルギーへの対応

・学校生活管理指導表の活用

・対応方針・マニュアルの策定

・緊急時のエピペン使用等の

訓練



ヒヤリハット事例に学ぶ

「確認し損ねた」は許されません

・本人が自分でエビを除去したが発症

・担任が除去して渡したが発症

・詳細献立表のチェック漏れ



発症報告書の様式

発症から

1週間以内に

報告書の提出を原則としています。



学校給食における窒息事故の防止

適切な指導と
安全確保

危機管理マニュアルの再確認

救命救急研修での実践

窒息への対処方法



４ 本県の食育に関する
取組について



食育サポーター派遣事業 (R7～)

1～3年目の栄養教諭対象

指導・管理の専門的な事項について、

ベテランの「サポーター」が支援します。

年間27回

4時間/回



福岡県学校給食研究指定委嘱事業（R7・8）

学校名 研究主題
研究
発表会

新宮町立
新宮東中学校

健康的な食生活を実践しようとする生徒の育成
〜防災教育の視点を取り入れた食に関する力を高める授業実践を通して〜 11/13

小竹町立
小竹中学校

望ましい食習慣を主体的に身につけようとする生徒の育成
〜学級活動（２）を中心とした食に関する指導を通して〜 11/6

大川市立
大川小学校

望ましい食習慣を身に付けた子どもの育成
〜食をつむぐ３段階の活動構成の工夫を通して〜 11/27

福岡県立
福岡高等視覚
特別支援学校

自らの健康について考え、望ましい食習慣を身に付ける生徒の育成
〜食に関する指導の全体計画に基づいた取組と委員会活動の充実を通して〜 11/18

北九州市立
白野江小学校

食への関心をもち、望ましい食生活をしていこうとする子どもの育成
〜地域や身近な「ひと・もの・こと」との関わりを通して〜 10/30



福岡県学校給食研究指定委嘱事業（R8・9）

学校名

久留米市立竹野小学校

田川市立田川小学校

築上町立八津田小学校

福岡県立福岡高等聴覚特別支援学校

福岡市立若宮小学校



栄養教諭を中核とした食に関する推進校事業

篠栗町立
北勢門小学校

栄養教諭

原 奈緒先生

若宮市立
光陵小学校

栄養教諭

秀島 貴絵先生



福岡県学校給食レシピコンクール

2,794点

令和7年度 応募総数

福岡県産の食材を使用した

中学生の創意工夫に満ちたレシピが、

多数応募されています。



学校給食料理コンクール

21調理場

令和7年度 応募総数

福岡県産の食材を３５％以上使用した

創意工夫に満ちたレシピが、

多数応募されています。



ふくおか「弁当の日」

本県における子どもが作る「ふくおか弁当の日」の

実施状況及び取組の効果や課題について
（令和４年度作成）

子どもが作る「ふくおか弁当の日」の普及・拡大
について
（令和６年度作成）

子どもが作る「ふくおか弁当の日」に関する

取組事例の周知について
（令和７年度作成）



動画・資料の紹介 (NITS)

学校全体で取り組む

食育の進め方

講師：総田 哲郎 教授

栄養教諭の職務

講師：齊藤 るみ 調査官



食育教材の活用

たのしい食事

つながる食育

食の探究と

社会への広がり



アンケートのお願い

６月２日(火)までに回答

ご協力をお願いいたします。

https://forms.gle/5SQbRJfocFHxMqR98
https://forms.gle/5SQbRJfocFHxMqR98

